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24MBP策定にあたって、22年8月に策定した長期戦略アス

ピレーションからの事業環境変化とブリヂストンへの影響を、

リスクと機会の観点から冷静に分析しました。

　まず、地政学については、グローバルで様々な変化が続い

ており、グローバル調達、グローバルサプライチェーン、ビジ

ネスリスクへの対応を強化していきます。モビリティ・テクノロ

ジー領域においては、EV化の普及スピードは足元では軟化も、

中長期的な普及拡大は変わらないと見立てており、「新たなプ

レミアム」ENLITENを軸に、多様な性能を多様なモビリティ

に対して「カスタマイズ」することで、新たな機会を活用してい

きます。サステナビリティへの社会要請は年々高くなっており、

それらに対応すると共に、持続的な価値創造の基盤を構築し

ていきます。タイヤ業界の構造変化も継続しており、タイヤ各

社のタイヤ業界内のプレゼンス変化や稼ぐ力の差がより顕在

化しています。

　総じて、変化がさらに激しく、常態化しています。この変化

をチャンスへ変えることが出来る「変化に対応できる“強い”

ブリヂストン」への進化、事業環境変化に伴うコスト増に対

応する稼ぐ力の強化が、持続的な企業価値向上において不

可欠となると認識しています。

事業環境変化と戦略方向性「変化をチャンスへ」

2030年 長期戦略アスピレーション発表時点（22年８月）からの変化
中期事業計画（2024-2026）

ブリヂストンへの影響

米国 ― 政治動向 / 経済見通し不透明
紛争や政治動向に関連したリスクの把握：
ロシア ― ウクライナ、中東、中国 ― 台湾　など

モビリティ関連動向：
EV普及スピード軟化も
中長期的な普及拡大は変わらず

AI能力の飛躍的向上
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

サステナビリティ 対応の多様化、高まり
ネイチャーポジティブ要求の高まり

タイヤ業界内のプレゼンスが変化 / 
業界再編可能性

●  グローバルビジネスにおけるリスク大
●  サプライチェーンへの影響／ビジネスコストアップ

●  多様な性能を多様なモビリティに対して「究極カスタマイズ」を追求 
●  プレミアム＆プレステージOEM ／プレミアムEVへのアプローチ強化
●  DXの進化（モノづくり～ソリューション）

●  サステナビリティ関連コストアップに対応
●  バリューチェーン全体を通じた取り組み強化

●  稼ぐ力の強化
　    良いビジネス体質を創る/ 良いタイヤを創る/ 良いビジネスを創る / 
　   良い種まきを実施し新たなビジネスを創る
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事業環境 「変化が常態化」 「変化をチャンスへ」
2030年、創立100周年の2031年に向けて
レジリアントな「エクセレント」ブリヂストンへの変革を加速




